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   A case of a 48-year-old man with painless bilateral testicular tumors was described. His-
tological examination revealed reticulum cell sarcoma. He was treated by bilateral high orchi-
ectomy followed by intralymphatic radioisotope therapy with  P31-Echiodol. During 3 months 
after irradiation therapy, no generalization of tumor was perceived.
緒 言
睾虎の 継網肉腫は,極 めて 稀な 疾患 である
が,我 々は最近細 網肉腫に よる両側性睾丸腫瘍
の1例 を経験 した.そ して,こ れに対 して両側
除睾術後に,Ii3i-Ethiodo1による リンパ管内照
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第7図 血 中1131量の経 過
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第g図Il3LEthiodo1照射 後 の 白血 球 数 変 動
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第1表995例 の睾 丸 腫 瘍 の 分類
(C。iiinsandPugh,ヱ964)





第10図113i-Ethiodol照射 後 の リ ソ パ 球 数 変 動
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両側性峯丸腫瘍 は きわめて 稀 な 疾患 であっ
て,1964年のCollinsandPughの統計 に よる
と,彼 らの集 めた995例の峯丸腫瘍 の うちで両
側性睾 丸腫瘍 は25例(2.5%)にす ぎない,こ れ
ら25例の両側性睾 丸腫瘍 の うち13例,す なわち
半数以上は悪性 リソパ腫 で ある.
2,睾 丸におけ る悪性 リソパ腫
悪性 ジソパ腫は,全 身の リソバ系組織を系統
的 におかす疾患 で あ り,進 行 性1こ増殖 してゆ
き,つ いに 死 の転帰 を と為.そ して,Willis






一 毅に,肇 丸紅悪性 夢ンパ腫 が発生す ること
は稀 なもので あ り,1877年のMalassezの報 告
が第1例 であるとされ てい る.そ れ以後 の欧米
の報告例 も わず かで あ り,CollinsandPugh
(1964)の9%例の睾丸腫瘍 の うちで悪性ljソバ
腫はわずか に63例である(第1表).Gowingは
これ ら63例につい て詳 し くし らべて いるが,年
令 は60～80才に最 も多 く,他 の睾丸腫瘍 に比 し
て高 令者 に多 い傾 向がみ られ る.ま た,両 側性
になる ことが多 く,外 傷 や停留睾丸 とはあ まり
因果 麗係 はない とのべてViる。 この63例の うち
で,4年 以上 の生存 を記録 した ものは3例 にす
ぎず,そ の予後は きわめ て不 良であ る.さ ら
に,63例中血液像 に変化 をみた ものは1例 のみ
であって,術 前 に血液 学的所 見 よ り悪性 リソパ
腫 に よる塵丸 腫瘍 であ ると診断す る ことは困難
であ る.さ らに,本 症が睾丸に漂発性 の ものか
あ るいは続発性の ものかを決定す る ことは,臨
床的にはむつか し く,我 々の癖例 にっいて も,
この点は不明 と言わ ざるを得 ない.
3.睾 丸細網 肉腫 の報告 例
肇丸纏網 肉腫 の 報告 例は 比較的 に 少ない.
Coheneta1.(1955)は過 去10年間に 集め得た
2,860例の睾 丸腫瘍の うちで,6例(O.2%)の
みが細網 肉腫 であって,そ れに4例 の自験例 を
遽加報告 している.Melicow(1§55)は,過去
25年間に経験 した睾丸 腫瘍118例の うち細網 肉
腫 は,わ ずかに4例(3.5%)で あった と 報告
してい る.そ の他Na1正eandGray(1959)の
2鰯,Wojewski(1963)の3綴等 の 報告が あ
る.
本邦に おい ても本疾患は非常 に稀 で,1944年





等(1965),陳等(1966)の12例が 数 え られ る












































































睾丸細網 肉腫 の治療 としては,高 位除睾術 を
行なって後,レ ソ トゲ ソ深 部照射,Co60照射 あ
るいは抗腫瘍 剤に よる化学療法等が試 み られ て
いるが,一 時的 な軽快 がみ られ ても結局 は全 身
に細網肉腫 が ひ ろが って,死 に 至 る ことが多
い.我 々は 本 症例に 対 してIi3i-Ethiodo1にょ
るリソパ管内照射療法 を試 みた.
Ii3i-Ethiodolによる リソパ管 内照射 について
は,1963年Seitzmaneta1.がは じめて報告 し
てい る.P31は 主 に β 線 を放出 し,そ の組織
透過力が約2mmに す ぎないために,リ ンパ腺
に とりこまれ た ときには,リ ンパ腺 お よびそ こ
にある腫瘍細 胞のみを破壊 して,影 響 は リソパ
腺外 の重要 な臓器 にお よば ない利点 があ る.彼
らは,WalterReed陸軍病院 で,1人 の陰茎癌
患者お よび14人の睾丸 腫瘍患者 に本法 を施行 し
て,組 織学 的に リソパ腺内に限 られ た放射線 の
効果を認 めてい る.
リンパ管 内照射 には1131のほ かlcAuigs(Jan-
tet,1962),P32(Burger,1964),Ygo(Arie1,
1963)等の放射性 同位 元素が用 い られ てい る.
Burgereta1.(1964)はP32一燐酸 クロー ムを
犬に使 った結果 を 報告 してい るが,5mcを 与
えた ときの リンパ腺 に照射 された全量を計算す
ると,50万radsとい うおどろ くべ き量 で あり,
これは外部か らの照射 で与 えよう とす る と耐 え
られない量 であ るが,リ ソパ管内照射 で与 えた
犬には何 らの全身的影響が み られ なかった と述
べてい る.ま た彼 らは実験 に使 った犬 で胸管 ド
レナージを行 ない,胸 管液 のP32を測定 して,
注入量 のわず かO.2%の みを検 出 してい る.す
なわ ち,注 入 され たP32は非常 に よ くリンパ腺
に とりこまれ た とい うことを示 してい る.
1131はβ 線 のほかに γ線 を も放 出す る.γ
線 の透過 力は 著 しく大 で あ るので,体 外 より
Scintillationscanningを行 なう ことがで きる.
我 々は本 症例に対 して3回 のScintillationscan-
ningを行 ない,リ ンパ腺 に1131-Ethiodo1の取
りこまれてい る ことを 確認 した.ま た,尿 中
1131量をみ ると,第1日 目にす でに18%,第2
日目に5%のP31が 尿 中にでて しまってい る.
Seitzmaneta1,(1964)の結果 では,尿 中に第
1日 目に0.8%,第2日 目に1.2%,第5日 目に
2.4%で,その後は次第 に 減少 している.こ の
両者 を比較 す ると,我 々の場合 には リソパ腺 に
取 りこまれ なかった1エ31-Ethiodo1の量 が か な
り多 かった とい うことにな る.照 射後 の白血球
数 に一 時的な減少 がみ られ るが,こ れ も全 身循
i環中にあふれでた1131の影響 と思われ る.Sei-
tzmaneta1.は,人間には9～12ccの1131-Eth-
iodo1が適当な量 で あると述べてい るが,我 々
は本 症例に対 して10ccを使 用 して多す ぎると
い う結果 を得た.日 本人 と欧米人 の体格 の相違
とい うことも考 えられ,日 本人 に対す る適当量
については,今 後 さらに検討を要す る と思われ
る.ま た,リ ソパ球数 につ いてみる と,照 射後
リンパ球 数は漸次減少 してゆぎ,53日目には元
の数 まで も どってい る.Tilaketa1.(1966)
の犬を用いた実験 による と,リ ソパ球数 は照射
後2～4週 にわた って減少 してゆ くが,6週 後
には元 の数 まで回復 した と言って い る.彼 ら
は,放 射性同位元素 の リソパ管 内照射 は,腫 瘍
の治療 のほか に,リ ソパ球減少 とい う面か ら同
種臓器移植 にも応用 でき るのではないか と述べ
てい る.
本症例 に 対 す る1131-Ethiodo1リソパ 管内照
射 の治療効果 については,術 後経過 が短いため
に まだ はっ きりした ことを言え る段階 では ない
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